
学
年

人権課題（※1）

1
①人権一般
③子ども

2
①人権一般
 （自尊感情）
④高齢者

3

⑧外国人
④高齢者
①人権一般
 （他者理解）

4

①人権一般
 （自尊感情）
⑧外国人
⑤障がい者

5

①人権一般
 （他者理解）（生命尊重）

③子ども
⑨インターネット

6
⑥同和問題
③子ども
⑨インターネット

テーマ/タイトル

講師名・所属等

QUｱﾝｹｰﾄ 実施学年 ４～６年 2回

その他

テーマ/タイトル

講師名・所属等

テーマ/タイトル

講師名・所属等

②③伊那養護学校居住地校交流、保育園との交流、老人保健施設との交流を位置づ
　　ける。学校・学年・学級だよりにより活動の紹介をし発信していく。クラブ活
　　動を地域の人にお願いするようになった。学校応援団の人達と同様に意思疎通
　　を図り、感謝の心などを育てていく。

①合理的配慮とは、どのような
　配慮のことなのか、全職員が
　知りたい内容である。昨年は
　と同様に職員研修をしたい。

職
　
員

③学年・学級だよりで家庭へ学校の取組を知らせたり、年間１回は参観日に人権同
　和教育の授業を行う。

③フェイスシート・成長ダイアリーの書き方の共通理解をし、担任が変わっても引
　き継げるように取り組む。

【※１】人権課題について(　下記から選んで記入してください。記入例「　④障害者　」　　）
①人権一般（生命尊重、自尊感情、コミュニケーション能力等）　②女性（DV・ｾｸﾊﾗ含む）男女平等　③子ども
（いじめ、こどもの権利等）　④高齢者　⑤障害者　⑥同和問題　⑦アイヌの人々　⑧外国人　⑨インターネッ
ト、携帯電話等による人権侵害　⑩HIV感染者、ハンセン病患者　⑪刑を終えて出所した人　⑫犯罪被害者　⑬
北朝鮮当局による拉致被害者問題　⑭性的指向に関わる問題　⑮満州開拓団・中国帰国者　⑯東日本大震災

校内組織の取組

○地域組織、他学校、福
　祉施設との交流・連携
○地域への発信等

合理的配慮とは

未定

保
護
者

研
修
講
演
会

家庭への発信・連携

仲島正教さん　　システムブレーン

研
修
講
演
会

あーよかったな　あなたがいて
　～わたし大好き　あなた大好き～

①児童・保護者・教職員が満足でき
　るお話をいただける講師で、伊那
　市人権同和教育講座の講師にふ
　さわしいと思い選定した。

②児童理解や学級経営に生かし
　ていくために学年会で話題に
　していく。

・臨海学習で、友達の良さに気づく。
・インターネットの安全な使い方
・いじめや差別をなくそう
・生命の発生と誕生

実施回数

児童会の取組

・同和問題を含めた歴史学習
・１年生との交流
・いじめや差別、インターネットの人権侵害

研
修
講
演
会

・外国人の友だちの良さに気づく。
・障がい者についての理解を深める。
・２分の１成人式

学
年
ご
と
の
取
り
組
み
予
定

・外国のお友達のことを知る。
・友達の良いところを探す。
・すずたけ訪問でお年寄りの人と交流する。

・自分や同じ学級のおじいちゃん、おばあちゃんと遊ぶ
・係活動やグループ活動で自分の役割を果たす。
・大きくなったぼく、わたし

人権同和教育推進上の悩
み

頭で理解していることが、行動へ移せるようになるまでの難しさを感じる。

・わたしたちの道徳
・わたしたちのみち
・あけぼの

・わたしたちの道徳
・わたしたちのみち
・あけぼの
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取組内容（箇条書で簡潔に）

・友だちとなかよく気持ちよく生活するためのルール
・６年生に感謝の気持ちを伝える
・ふわふわことばやちくちくことば

　部落差別を含むあらゆる差別や偏見を見抜き、それを許さずなくしていこうとす
る実践力・行動力のある豊かな人権感覚をもった子どもの育成

学校名

・わたしたちの道徳
・わたしたちのみち
・あけぼの

伊那市立伊那北小学校

テーマ

扱う資料等

・わたしたちの道徳
・わたしたちのみち
・あけぼの

指導上必要があれば調査を行う。

①PTAも伊那市人権同和講座に共
　催する形で行い、大勢に参加
　してもらうように働きかけ
　る。

あーよかったな　あなたがいて
　～わたし大好き　あなた大好き～

仲島正教さん　　システムブレーン児
　
童

・わたしたちの道徳
・わたしたちのみち
・あけぼの

・わたしたちの道徳
・わたしたちのみち
・あけぼの

アンケート等

  スローガン（たいよう）や昨年作られたイメージキャラクター（キタニージく
ん）を前面に出しながらいじめのない助け合う学校への取り組みをする。

①講師決定理由・人権課題
②工夫改善点
③取組内容・新たな取組等


